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 食欲の秋，芸術の秋，スポーツの秋，読書の秋・・・。いろんな

秋がありますが，みなさんはどんな秋を楽しんでいますか？ 

チャレンジ体験で来館してくれた中学生のみなさんと北図書館 

職員のオススメ本の紹介とお知らせです。 

高校入学を機に一人暮らしをはじめた

夕士（主人公）。 

奇妙なアパートで彼を待っていたのは

ちょっとかわった「住人」たちだった！ 

北図書館だより 

舞台は江戸。20 年前に宇宙からやって

きた「天人（あまんと）」の台頭と廃刀

令により，かつて隆盛を極めた侍は衰退

の一途をたどっていた。そんな時代に己

を信じる侍魂を堅持する，ちょっと変わ

った男が一人。万事屋を営む坂田銀時で

アル。その銀時に救ってもらった新八

（ぱっつぁん）とひょんなことから出会

った神楽も，万事屋にはいる。 

 

『銀魂』 

空知 英秋／著 （集英社） 

 

『妖怪アパートの幽雅な日常』 

香月 日輪／［著］ （講談社） 
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『ホラー映画で殺されない方法』 

セス・グレアム=スミス／著 入間 眞／訳 

（竹書房） 

「殺意の宿った車が走ってきたらどうす

ればよいか」「墓場からどうやって生還す

るか」「宇宙人の総攻撃からどうやって生

き延びるか」等々。 

「そんなバカな」と思いながら読んでく

ださい。解決方法も，なんとなく理にか

なったものから，「そんなアホな」という

ものまであります。 

なんてったって「ヴァンパイアをどうや

って殺すか」の最終手段，「ヴァンパイア

になる」ですから。 

『横濱つんてんらいら』 

橘 沙羅／［著］ （角川春樹事務所） 

幽霊省。それは 1792 年に設置された，

イギリスの政府機関。現在の職員は 4 名，

そしてネコが 1 匹。幽霊が本当にいるか

どうかの調査を続けている。しかし，そ

んな幽霊省に，経費削減により，廃止の

危機が迫る！ 

それを回避するには，3 ヶ月以内に幽霊

が存在することを証明しなければならな

い。困った職員たちは，アルバイトの子

どもを募集し，幽霊探しを依頼するのだ

が…。 

果たして幽霊は見つかるのか？ 

 

中学 2 年生の夢二と一緒に『野の花診
療所』を見てみよう。 
死に向かう人，その家族。 
人はいつかは死ぬけれど，その時何を
思うのだろうか。 

明治十五年の横濱。主人公のすずは，数

えで十七，食いしん坊な女の子。ある日，

すずは友人から預かった手紙を南京町

でスリに奪われてしまう。知り合いの劉

さんの助けで手紙を取り戻したすずだ

ったが，そのころ横濱では怪しい事件が

起きていて…。 

『死ぬのは，こわい？』 

徳永 進／著 （理論社） 

『骨董通りの幽霊省』 
アレックス・シアラー／著  

金原 瑞人／訳 西本 かおる／訳 

（竹書房） 
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このタイトルから，どんな物語を想像

しますか。 

イタリア・ヴェニスの美しい絵が描か

れた本でもあります。一方で，かつて

の悲惨な出来事を教えてくれる本でも

あります。 

音楽を愛することを当たり前にでき

る。それがどんなに幸せなことか，思

い知らされる本です。 

事故により，1 年半眠っていた少女。“ジ

ェンナ”という名前も忘れ，家族のことも

覚えていない。言葉も忘れ，歩き方も忘

れた。それでも，ジェンナは少しずつ，

学び，覚え直し，思い出していく。 

青春小説だけど，SFであり，ミステリー

でもあり。 

「人間って何なのか」「どうあることが，

誰にとっての幸せなのか」ということを

問いかけてくる物語。 

デイヴィッド・ケースは，破滅の運命か

ら逃げるため，別人になることにした。 

新しい名前は，ジャスティン・ケース。 

ジャスティンに迫り来るものは，ティー

ンエイジャー特有の悩みなのか？それ

とも…。 

文楽は，江戸時代に大阪で生まれました。

三人で人形を操り，音楽は三味線，浄瑠

璃（義太夫節）という語りで，物語は進

行します。そんな文楽の歴史や舞台裏を

分かりやすく解説してくれる本です。 

興味を持ったら，ぜひ実際の舞台を観に
行ってみてください。 

  『モーツァルトはおことわり』 

マイケル・モーパーゴ／作 

マイケル・フォアマン／絵 

さくま ゆみこ／訳 （岩崎書店） 

『ジェンナ 奇跡を生きる少女』 

メアリ・E.ピアンソン／著 三辺 律子／訳   

（小学館） 

『桐竹勘十郎と文楽を観よう』 

小野 幸恵／著 桐竹 勘十郎／監修 

（岩崎書店） 

『ジャストインケース 

終わりのはじまりできみを想う』 

メグ・ローゾフ／作 堀川 志野舞／訳 （理論社） 

https://www1.e-hon.ne.jp/images/syoseki/ac_k/55/33228155.jpg
https://www1.e-hon.ne.jp/images/syoseki/ac_k/75/32709575.jpg
https://www1.e-hon.ne.jp/images/syoseki/ac_k/86/32454086.jpg
https://www1.e-hon.ne.jp/images/syoseki/ac_k/36/32359436.jpg


北図書館からのお知らせ 
 

『読書週間』 
 

    

 

  
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 京都市図書館で本を借りるときは図書館カードが必要です。 

（持っていない方は図書館でカードを作ることができます。 
住所の確認が必要なので，作るときは生徒手帳を持参してください） 

10月 27日（日）～11月 9日（土） 

京都市北図書館 

〒603-8214 

京都市北区紫野雲林院町 44-1 

TEL 075-492-8810 
開館時間 平日 9:30～19:30 

     土日祝 9:30～17:00 

休館日 毎週火曜日（祝日の場合は翌日） 

HP http://www2.kyotocitylib.jp/ 

今年も京都市図書館では，読書週間

記念事業として，ビブリオバトル大会

異世代交流戦や読書絵はがき展，講

演会などを開催します。 

詳しくは京都市図書館のホームペー

ジをご覧ください。 


